
松尾年功さんより
ご寄付をいただき⽯
の看板を設置。
庭にあった⼤きな⽯
に⿊御影を貼付け
寺号を彫りました。
残りの⽯も輪切りに
して⽞関までの⾶び
⽯となりました。

記事の内容を⼊れて
ください。記事の内
容を⼊れてください。
記事の内容を⼊れて
ください。記事の内
容を⼊れてください。
記事の内容を⼊れて
ください。記事の内
容を⼊れてください。
記事の内容を⼊れて
ください。記事の内
容を⼊れてください。

「恩」という字は、原因の「因」に
「⼼」を書いて「恩」になります。
今、私の命があるのは多くのご先祖が
⽣きて抜いてくださればこそ、そして、
多くの⼈に⽀えられて、私の命が⽣か
されています。
その私の命の「因」となってくださっ
た全てのものを「⼼」の上でいただく
という字が「恩」であります。
ご先祖の御恩に感謝し、いただいた命
を喜びながら、⼼静かに⼿を合わせる
時間を⼤切にしましょう。
6⽉のお知らせ
⽗兄参観があ７たつり
７

1. 住職 亜由美
2. 副住職 真実
3. 前坊守（⺟）春代
4. 九州⼤⾕の仏教
科の学⽣さん

四⼈でお参りします

⺟春代
です
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住職さんたちの懇親会で⼤川のエツ⾈に乗りました。エツはこ
の時期だけ頂くことが出来ます。
総勢10⼈の住職、2名のコンパニオンさん（なぜか住職の懇親
会にはコンパニオンさんが・・）
筑後川に網を張ってエツ漁をしているところを⾈から眺め
獲れたてのエツは刺⾝に。なんまんだぶつ、なんまんだぶつ。

「⾬を感じられる⼈もいるし
ただ濡れるだけの⼈もいる」 ボブ・マーリー

⼼ひとつで感じ⽅がかわりますね、⾬の季節の素敵な過ごし⽅、⽣き⽅

平成5年から約25
年、前住職が苦労
して建⽴し、泰仙
寺筑紫野の基盤と
なってきた分院が
とうとう売物件に。
さみしい気持ちと
感謝の思いがこみ
上げてきました。

売物件・・ちょっとさみしい

新本堂のお隣は左
官さんが仕事場と
して使っている古
いお宅です。

フェンスを設置。
⽬隠しにもなりま
すが、なによりも
お布団を⼲すのに
最適（笑）

お隣との境にフェンス

新しい⾞です

前住職の形⾒として乗っていた⻘いプ
リウス、⾛⾏距離24万キロ。
地球1周4万キロ、なんと地球を６周︕
⾞検を機にアクアを購⼊しました。
⼩回りがきいて⾛りやすいです。

ありがとう、プリウス。

さすが⽇本⾞
24万㌔安全に快適に
⾛ってくれました。

ゴールデンウィーク明けから本格的な引っ越し、元の分院は5⽉末には空っぽ。
ガランとした空間を眺めながら（こんなに広かったんだなあ）としみじみ。

今⽉のことば


